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誌面に掲載した記事・
写真等の無断複製・転
載等はお断りします。
お問い合わせ・ご意見
は狛江市市民協働課へ
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狛江市内を走る小田急電鉄が
1927（昭和2）年4月1日の開
通から、ことしで80年を迎える。
新宿と小田原を結ぶ小田原急行鉄
道として開業、第二次大戦中は東
急と合併、1948年に小田急電鉄
として再スタート、沿線の発展に
貢献してきた。
狛江でも、開業当時人口約
3,200人の農村から約78,000
人の都市へと発展する原動力とな
り、住民にとっては、暮らしの「足」
として欠かせない存在となった。
人口増加とともに狛江、和泉多摩
川、喜多見の駅周辺も街の中心と
して発展したが、一方で市内を東
西に走る線路によって市域が分断
される弊害がめだつようになった。
このため、高架化と複々線化事業
が実施され、1997年に完成、現
在の姿になった。

狛江駅の朝のラッシュアワー。写真奥の上りホームは、都心へ向か
う通勤、通学客で混雑した。手前の喜多見９号踏切は、午前８時台は
１時間に数分しか遮断機が上がらないため「開かずの踏切」と呼ば
れた。その対策として、時間を区切って北側に臨時改札口を設けた。

災害弱者の支援に
ネットワーク協定
災害の時、ひとり暮らしの
お年寄りや体の不自由な人の
命を守ろうと、「消防のふれあ
いネットワーク」づくりを進め
ている狛江消防署（塩澤勉署
長）が、３月22日に野川地域
福祉推進委員会（大久保美
恵子委員長）と協定を結んだ。
同委員会はあいとぴあカレ
ッジの受講者有志を中心に結

成、「サロン野
川」と名づけて、
平 成15年 か
ら野川地域セ
ンターを拠点
として、高齢者
が生き生きと
暮らしていけるよう地域と交
流するボランティア活動を毎
月行っている。サロンには野川
地区の70～80代のお年寄
り約60人が参加、簡単な体
操などで体を動かしたり、高

齢者に必要な情報の提供を
受けるなど、ふれあいを深め
ている。
こうした活動を知った消防
署が、委員会のメンバーが地
震などの災害に備えて日常の

生活状況を把
握したり、災害
時の情報提供
などネットワー
クへの協力を依
頼、同会が応じて実現した。
22日の締結式には、関係

者など約60人が参加、塩澤
署長と大久保委員長が協定
書を交換した。参加者は「地
域の災害弱者の被害を減ら
すため、協力し合いましょう」
と誓い合っていた（写真）。

乗降客でにぎわう夕方の狛江駅。駅舎は
線路南側にあり、上りホームへは右手奥に
見える跨

こ
線
せん
橋を渡った。

戦前の狛江駅。計画にはなかったが、地
元が用地などを寄付して開業から２カ月遅れ
で開設された。

喜多見駅。駅名の看板に「KITAMI 
STATION」の英語表記がある。

狛江駅から出征する兵士たち。ホームは
日の丸の旗を振って見送る人であふれた。

開業した年、小田急線で最も長い多摩川鉄橋を渡
る１両編成の「モハ１型」電車。鉄橋も真新しく、川
には屋形船で川遊びに興じる人などが見える。

現在工事中の多摩川鉄橋を渡る最新のロマンスカーVSE。工事完成
は2008年度中をめざしており、完成すると橋は上り２線、下り２線の複々
線となる。奥のアーチは多摩水道橋。

狛江駅南口の移り変わり。いずれも奥
が駅舎。狛江駅の付近は、駅舎ができる
までは畑が広がり、家がなかった。36年
の写真でも家が写っていないが、63年
には商店が建ち並び、買い物客の姿が見
られる。現在は線路が高架になり、小さ
なビルが密集した商業地域となっている。

●１日当たりの電車本数（狛江平日）
　　開業時 下り 98
 上り 97（いずれも各停）
　　現　行 下り 154
 （区間準急１６　各停１３８）
  上り 151
 （区間準急２３　各停１２８）

●新宿までの所要時間（狛江１２時台発）
　　開業時 ３０分

（経堂で優等列車に乗り換えた場合）

　　現　行 ２３分
（途中で優等列車へ乗り換えた場合の平均）

●新宿・和泉多摩川間のおとな運賃
　　開業時 ２７銭
　　現　行 240円

数字で見る小田急今昔

高架化にともなって一新した現在の狛江
駅。１階に改札口、２階にホームが設けられ、
踏切もなくなった。

木下和信（85歳）さんの話　昭和初
めのころ、新宿から電車に乗ると、成
城学園で２両のうち１両を切り離す。夜
はお客もみんな成城学園で降りてし
まって、ウチの家族だけということが珍
しくなかった。開業当時、駅の南側に
は家がなかった。小田急が店舗付き住
宅を売り出したり、地主から土地を借り
て、１年間の無料パスを付けて仲介し
たりして、少し街らしくなったんです。

井上昭一さん（75歳）の話　戦前は電車代が高くて、子どもはなかなか乗れなかったですね。昭和20年の終戦当時は家が少なくて、上り電車が多摩川鉄橋を渡る音を聞いてから、泉龍寺の近くの家から駅まで５分ぐらい走っていっても間に合いました。駅員さんが私の姿を見て発車を待たせてくれたこともありました。

写真提供・取材協力＝小田急電鉄株式会社
（開業時の多摩川鉄橋、喜多見駅駅舎）、木
村和信さん（1930年代と60年代の狛江
駅駅舎と周辺）　取材協力＝石川英夫さん、
井上昭一さん（順不同）

新 連 載

石川英夫さん（80歳）
の話　戦前は

藤沢の中学校へ一番電
車で通学して

いたけど、途中で乗り換
える急行が相

模原へ向かう士官学校生
で満員で乗れ

ず、よく遅刻しそうにな
った。これには

まいりました。当時は狛
江から乗るお

客が少なくて、朝の駅で
は互いにあい

さつを交わしたもんです
。
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１日平均乗降客数の移り変わり

44,808（91）44,808（91）

市制施行（70）
人口57,468

町制施行（52）
人口10,933

32,367（05）32,367（05）

16,531（91）16,531（91）

は最多乗降客数は最多乗降客数

15,10715,107

41,99741,997

喜多見 3,699
狛江 3,570
和泉多摩川 1,996

●1日平均乗降客数の推移
（1948～2005年）

●写真中の数字は撮影された年
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街の発展と暮らし支え80年

様変わりした狛江駅前

小田急むかし話

一般に「ベゴニア」の名
で売られているベゴニア・
センパフローレンスは、「四
季咲きベゴニア」とも呼ば
れ、寄せ植えや花壇の定
番として人気の高い花だ。
シュウカイドウ科ベゴニ
ア属の多年草で、ブラ
ジル原産種に
改良を加
えた園
芸種。
花 も
葉 も、
形や色の
変化に富んで
いるのが特色。花期は３月
から12月と長く、白、ピ
ンク、赤などの花を多く咲
かせる。一重が一般的だ
が、八重咲の花もある。葉
の色も緑や銅色など多彩。
狛江市内では、中和泉の
小町新一さん友一さん親子
が、人気の高い赤、ピンク、
白、中央部分が白で外が
ピンクの斑入りを中心に栽
培、３月下旬から出荷して
いる。
西野川の冨永和身さん
和人さん親子も赤、ピンク
など数種類を生産している

が、出荷は
4月の中旬から。
両農家とも約4,000鉢
を生産、８月ごろまで直売
や農協のマインズショップ
などに出荷する。
12月から1月にかけて
種子をまき、温室で育

てるが、寒さ
と霜に弱
いため、
夜 も
1 0 度
以上に

保つ必要
があり、温度

管理に気をつかうという。
家庭では、こまめに枯れ
た花や葉をつみとるのが、
長く楽しむコツ。地植えに
すると鉢植えより３～４倍
大きく育つが、花が終わっ
たら茎を切るとわき芽が出
て横に広がり、ボリューム
豊かに育つという。また、
鉢から移植するときは、腐
葉土と元肥を混ぜて植え、
２カ月ごとにの肥料を与え
ると、11月ごろまで楽し
めるという。温度管理に気
をつけて、室内などで育て
れば冬越しもできる。

花や葉の多彩な色や形が人気の花壇の定番

かわいらしい野鳥の姿や
仕草を見て感動する。これ
まで見たことのない鳥に出
合って喜びを知る。
これがバードウォッチン
グの原点であるように思い
ます。
狛江市内では、川や林、
公園など、自宅からそう遠
くないところをフィールド
にして、年間を通
して40～60種ほ
どの野鳥を見るこ
とができます。
身近なところで
は、庭先や道路わき、公
園の木々の間から鳥の鳴き
声が聞こえたら、そっと姿
を探してみましょう。
4月から6月ごろは鳥の

繁殖期に入るので、オスの
さえずりが盛んに聞こえて
きます。朝は特に盛んです。
鳥を見たら、大きさや色彩
などの特徴をつかんで、野

鳥図鑑などで調べてみるの
も楽しいことです。
スズメやキジバト、メジ
ロ、シジュウカラ(写真)、
ヒヨドリ、ムクドリなどが
身近なところで見られま
す。野川や多摩川まで足を
延ばせば、さらに種類がひ
ろがります。
始めは、まず自分の目（肉

眼）で見るのが基
本です。普段目に
している景色の中
に、鳥を意識して
見るだけでも楽し

いものです。
そこにはいままで感じて
いなかった新しい世界が生
まれてきます。
 （狛江探鳥会・松尾武重）
●今号から「しぜんの歳時
記」野鳥編を連載します。
次号からは、身近で見られ
る鳥とその生態などを紹介
します。

身近に広がる野鳥の世界 バードウォッチ
ングの楽しみ

小田急線狛江駅前の
小田急マルシェにあ

る「狛江ブックセンター」
は、地域文化に貢献しよう
と、狛江市ゆかりの作家の
本や市民が出した自費出版
などに力を入れているのが
特色。
同店を経営する斉藤巌
さん（63歳）が、永年の
経験から「地元の人は地
元の情報を求めている」と

して、地元
作家の本な
どを中心に
置いた「お
すすめコー
ナー」を設
けた。さらに

「自費出版でも販売には責
任を持ちたい」と、ポスター
を作って店にはるなどＰＲに
も積極的で、1,000部以
上を売った〝狛江のベスト
セラー〟もある。
平成12年に開店したこ
ろ、コーナーを設けて児童
書の読み聞かせを行い、好
評だったこともあり、いま
も児童書の充実に心がけて
おり、若いお母さんなどに
好評だという。
斉藤さんがこの道に入っ
たのは、高校生の時。世田

谷区内で母が開店し た書
店を手伝い始め、22歳か
らは経堂から和泉多摩川に
かけて小田急沿線の地域を
回って本を売り歩いた。「駅
から離れた住宅街を回った
が、狛江は文化人も多く、
良いお客さんが多かったで
すね」と懐かしむ。
昭和52年、狛江駅南口
に「ブックス狛江」を開店。
40㎡ほどの小さな店だっ
たが、それまでの顧客から
の注文も多く、売り上げは
好調だったという。小田急
線の高架化にともなって現

在の店に移転。床面積も前
の店の８倍以上になったが、
取次店任せにせず、自分で
売る本を選んだり、書棚の
並べ方を工夫するなど、企
画力、提案力を備えた魅力
ある本屋にすることを心が
けてきた。
プライベートでは、詩や
短歌、俳句などを愛読して
いる斉藤さんは「３カ月に
１度ぐらい、すごくおもしろ
い本に出会うと、楽しくな
る」、「ぜひ、地元の力のあ
る書き手を育てたい」と夢
を膨らませている。

狛江の本と児童書に力を入れる駅前書店

DATA▶こまえブックセンター
☎5438-7231　 元 和 泉
1-2-2-A-11　 営 業=午 前
10時～午後11時　不定休あの店　この一品

この欄で紹介したい特徴ある品物やお店がありましたら産業生活課へお知らせください

狛江ブックセンター

「地元の本に力を入れたい」と斎藤さん

ベゴニア・センパフローレンス


